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青森県 青森県飼料用米利用協議会

取組の概要

対象畜種

鶏（採卵鶏）

協議会構成員

畜産農家（常盤村養鶏農業協同組合）、耕種農家、飼料
用米の利活用関係者（津軽みらい農業協同組合、日和産
業株式会社八戸工場）、オブザーバー（藤崎町農政課、
県畜産課、中南地域県民局　農業振興課、黒石普及分室、
畜産試験場、(社)青森県畜産協会）

飼料用米生産面積

15.0ha

供試品種

むつほまれ　 13.6ha
ふくひびき　 0.4ha
べこあおば　　0.3ha
べこごのみ 0.5ha
その他　　　 0.2ha

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆生産コストの低減を図るため、飼料用米（籾）保管
（乾燥調製含む）のための新たな設備投資は行わず、
JAのライスセンターを有効活用することとした。
◆また、食用米との混合防止と区分流通を図るため、収
穫時期を通常より１か月程度遅らせ、ライスセンター
に受入し、さらに、籾での流通を行った。これにより、
労働力の分散や立毛乾燥による水分調整が可能とな
り、経費削減にもつながっている。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に57％配合。採卵鶏に対して
21週齢から41週齢まで給与。

調査項目：飼料用米（籾）が混合された配合飼料（配合
割合57％）及び飼料用米が混合されていな
い配合飼料の国産鶏（後藤もみじ・岡崎おう
はん）への給与により、生存率・嗜好性・体
重・産卵率・卵重について比較調査した。
併せて、生産される鶏卵及び鶏肉（むね

肉・もも肉）について、味分析・テクスチャ
ー分析（歯ごたえ・硬さ）・成分分析を行い、
飼料用米給与による優位性を探った。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
飼料用米（籾）給与により生産された畜産物（鶏卵及

び鶏肉）の消費者の理解醸成と販売促進を図ることを目
的に、県内外における各種イベント・展示会等に参加し、
飼育方法や給与飼料の違い、飼料用米（籾）給与の必要
性等をパネルやチラシ等を活用してPRしたほか、飼料
用米（籾）給与による畜産物（鶏卵及び鶏肉）の試食・
展示を通じて販売促進にも努めた。
また、生産現場の視察研修の受入や県内外での講演等

に積極的に参加し、飼料用米（籾）の取組拡大のための
普及活動を積極的に展開した。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■飼料用米（籾）の収穫時期を食用米より１か月程度遅
らせることにより、ライスセンターの有効利用と飼料
用米（籾）の乾燥、さらには、食用米との区分流通と
横流れ防止が図られた。
■流通する飼料用米は、コストの低減を図るため籾での
流通を積極的に進める。なお、残留農薬については、
別途国が進める試験等を踏まえて、今後の対応を検討
する。
■飼料用米は収穫時期を遅くするため、晩生型の品種の
導入を検討する等脱粒対策が必要となる。
■配合飼料工場が遠方にある場合は、輸送コストがかか
るため、自家配合等による配合飼料生産を検討する必
要がある。


